
東京マラソン2027チャリティ
過去最高額となる寄付金総額 14億2,256万8,866円

2011大会からの寄付金累計 85億948万7,463円

ご賛同・ご寄付いただいた皆さま、ありがとうございました。

2026年9月17日
一般財団法人東京マラソン財団
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一般財団法人東京マラソン財団チャリティ事業 RUN with HEARTでは、東京マラソン2027［2027年3月

7日（日）開催］の寄付申込およびチャリティランナー募集を行い、過去最高額となる14億2,256万8,866

円の寄付金が寄せられました。また、これにより2011大会からの寄付金累計額は85億948万7,463円となり

ました。20回大会という節目を迎える東京マラソンに、これまで以上に多くの皆さまから温かいご支援をお寄せい

ただいたことに、心より感謝申し上げます。

過去最高額となる寄付金総額14億円、2011大会からの累計は85億円に

東京マラソン財団では、東京マラソンおよび東京レガシーハーフマラソンの開催を通じて、「社会に貢献できる大

会」を目指し、スポーツの力を活かした社会貢献に取り組んでおり、東京マラソン2027チャリティでは、38団体

40事業の寄付先とともにチャリティ事業を展開しています。今回皆さまから寄せられた寄付金は、寄付者ご自身

が選択した寄付先事業（団体）を通じ、スポーツ振興、環境保全、難民支援、子どもたちへの支援、動物愛

護をはじめとする、さまざまな社会課題の解決に向けた活動に活用されます。

新たな取り組み「P2Pファンドレイジング」を試行

また、より多くの方がチャリティに参加できる新たな寄付のあり方を模索する取り組みとして、P2P（Peer to 

Peer）ファンドレイジングを一部の寄付先事業（団体）で試行的に導入し、国内の方をはじめ、海外からもご

参加いただきました。P2Pファンドレイジングとは、支援者自身がファンドレイザー（アンバサダー）となり、自らの

想いや挑戦を発信しながら、家族や友人、職場の仲間など、自身の身近なネットワークに寄付や応援を呼びか

けることで、支援の輪を広げていく寄付の手法です。これまで東京マラソンチャリティとの接点がなかった方々にも

活動を知っていただき、新たな寄付や支援につながる可能性を実感しました。

今回の寄付金総額が過去最高額となった背景には、チャリティランナーをはじめ、より多くの皆さまに東京マラソン

チャリティの趣旨にご賛同いただき、支援の輪が広がったことがあります。ランナー自身の寄付だけではなく、誰かの

挑戦を応援することからも参加できる。家族や友人、職場の仲間など、一人ひとりの身近なつながりから支援が

広がっていく。東京マラソン2027チャリティでは、こうした新たなチャリティのかたちを通じて、「走る人」だけでなく

「応援する人」も一緒になって社会貢献に参加できる機会を広げてまいります。

※2026年9月17日時点



■東京マラソン2027 チャリティランナーの想い

「走れる幸せを誰かの幸せにつなげよう」をコンセプトに、東京マラソン2027では約5,000名のチャリティラン
ナーが、それぞれの想いを胸に東京を駆け抜けます。チャリティランナーの挑戦と、寄付先団体の活動、そし
てその先に広がる支援の輪に、引き続き温かいエールとご支援をお願いいたします。

東京マラソン2027チャリティの各寄付先事業（団体）への寄付金額と、チャリティランナーの想いを一部ご
紹介いたします。

一般財団法人東京マラソン財団スポーツレガシー事業-1

「夢の舞台にたった時どんな景色が見えるのだろう」。紹介動画のパラアスリートの方の想いが自分の想いに
重なりました。私にとって東京マラソンのスタートラインは一人息子に父の背中を見せる夢舞台です。車いす
競技をはじめ夢を叶えることに少しでもお役に立つことができれば嬉しいです。（千葉県）

一般財団法人東京マラソン財団スポーツレガシー事業-2

東日本大震災から歳月が経っても、岩手・宮城・福島の子どもたちへの支援の火を絶やしてはなりません。
東京マラソンを通じて、夢に向かって進む若者の教育と未来を支えたい。「忘れていない、応援している」とい
う温かい思いをスポーツの力に乗せて、被災地の次の世代へ直接届けます。（千葉県）

一般財団法人東京マラソン財団スポーツレガシー事業-3

22年前、2004年新潟県中越地震で自宅が全壊しました。このとき、全国から新潟に温かいご支援をいた
だき、救われました。少しでも能登半島の復興に役立てればと思い、チャリティで参加します。被災地の一日
も早い復旧・復興をお祈りします。（新潟県）

公益財団法人スペシャルオリンピックス日本

知的障害と自閉症の娘がいる母です。苦労の多い子育ては楽ではありませんでしたが、純粋な心を持つ彼
女とともに成長させてもらいました。そんな娘も今年20歳。マラソンに挑戦する母のカッコいいところ、そうでな
いところを彼女に見せてありのままの姿で良いんだということを伝えたいです。（東京都）

公益財団法人日本対がん協会

3回のがんを乗り越え、今こうして走れることに心から感謝しています。病気と闘う多くの方々に「未来は変え
られる、また走れる日が来る」という希望とエールを届けたいです。この挑戦を通じて、病気への理解が深まり、
一人でも多くの支援に繋がることを願い、一歩一歩に想いを込めて走ります。（東京都）

認定NPO法人フローレンス

子どもたちを支援することは未来をつくることに他ならないし、困っている子どもたちを助けない選択肢はない。
そのような活動を行っている方々に深く感謝と尊敬の念を持ちつつ、東京マラソンを走らせていただきたい。
（東京都）
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■東京マラソン2027チャリティ寄付先事業（団体）の寄付金額内訳
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一般財団法人東京マラソン財団スポーツレガシー事業-1
スポーツを軸とした新しいライフスタイルを享受できる社会の実現と継承

一般財団法人東京マラソン財団スポーツレガシー事業-2
東日本大震災被災地の育英事業（岩手県・宮城県・福島県）

一般財団法人東京マラソン財団スポーツレガシー事業-3
令和６年能登半島地震災害の被災地支援事業

公益財団法人ドナルド・マクドナルド・ハウス・チャリティーズ・ジャパン
病気の子どもとそのご家族のための施設

「ドナルド・マクドナルド・ハウス」「ドナルド・マクドナルド・ファミリールーム」の運営

認定NPO法人ピースウィンズ・ジャパン
日本の犬を殺処分から救うための保護･譲渡活動、災害救助犬等の育成

認定NPO法人ACE
児童労働の撤廃・予防や子どもの権利保障に取り組む日本生まれのNGO

特定非営利活動法人 国連UNHCR協会

紛争で故郷を追われた難民の子ども・若者の生きる意志をはぐくむスポーツ・教育支援

公益財団法人プラン・インターナショナル・ジャパン

誰もが平等な社会を目指して。教育や自立を支援して、女の子にも人生の選択肢を!

公益財団法人ゴールドリボン・ネットワーク

小児がん経験者への奨学金制度・小児がん交通費等補助金制度・小児がんの子を持つひとり親世帯支援制度・小児がん治

癒率向上及び生活の質向上のための研究費用助成 等

認定NPO法人かものはしプロジェクト

こどもが虐待で苦しむことのない社会をつくる。 児童虐待の予防と回復支援。

公益財団法人スペシャルオリンピックス日本

知的障害のある人にスポーツを提供し、多様な人々が活きる社会を目指す

特定非営利活動法人ルーム・トゥ・リード・ジャパン

世界中の低所得コミュニティにおける識字教育プログラムおよび女子教育（ジェンダー平等）プログラム

認定NPO法人キッズドア
貧困家庭の子どもたちが、安心して勉強し食事も取れる無料の居場所型学習会を提供

公益財団法人日本対がん協会
がん患者やご家族に対する無料がん電話相談窓口の運営、がん予防・検診の推進、正しい知識の普及啓発、がん医療分野

への助成

認定NPO法人ファミリーハウス
重い病気の子どもが治療を要する間の患者と家族への滞在施設の提供とケア

公益財団法人日本パラスポーツ協会
パラスポーツを普及拡大する取り組みと競技力の向上を図る取り組みを好循環させることによる活力ある共生社会の実現

を目指す

認定NPO法人Teach For Japan
すべての子どもが、素晴らしい教育を受ける事ができる世界の実現に向けて、情熱を持った教員を送り出すフェローシッ

プ・プログラムを運営しています。

公益財団法人ケア・インターナショナル ジャパン

ウクライナなどの紛争地域や途上国で、今、困難を抱える女性や女子を支援

特定非営利活動法人ウォーターエイドジャパン
清潔な水、適切なトイレ、正しい衛生習慣を届け、人々の暮らしと命を守る

公益財団法人そらぷちキッズキャンプ
難病とたたかう子どもと家族を、夢の医療ケア付キャンプ場に招待

20 20,721,109 円

19 31,705,959 円

18 31,336,720 円

17 36,352,505 円

16 20,753,000 円

15 26,763,663 円

14 56,491,000 円

13 41,224,000 円

12 25,922,000 円

11 24,267,000 円

10 44,746,613 円

9 61,752,000 円

8 53,487,000 円

7 60,114,723 円

6 78,708,999 円

5 154,965,922 円

チャリティ寄付先事業（団体） 寄付金額

1 97,206,000 円

4 234,755,000 円

3 25,484,000 円

2 8,152,000 円



特定非営利活動法人プライドハウス東京

常設拠点「プライドハウス東京レガシー」の運営を中心に、いのちの相談事業やスポーツを通じたインクルーシブ社会の

実現に取り組み、LGBTQ＋当事者が安心して自分らしく生きられる環境づくりを推進しています。

認定NPO法人 フレンズ・ウィズアウト・ア・ボーダーJAPAN

ラオスに根付く医療を。小さな命に寄り添い、心のこもった医療を届ける

認定NPO法人国境なき子どもたち

カンボジアやフィリピンの貧しくて学校に通えない子どもたちに教育の機会を！

東京おもちゃ美術館／認定NPO法人芸術と遊び創造協会

新宿の廃校を活用したインクルーシブミュージアムの運営

認定NPO法人育て上げネット

「若者と社会をつなぐ」をミッションに、社会的孤立状態の子ども・若者を支えています

公益財団法人東京都農林水産振興財団

「花粉の少ない森づくり」と地球温暖化防止を目指し、健全な森林を次世代に継承

公益社団法人日本環境教育フォーラム

体験と対話を重視した環境教育で、持続可能な社会づくりを担う人材を育成する

認定NPO法人フローレンス

日本のこども・子育て領域で福祉支援を全国に届け、課題の根本解決、価値創造に取組む

認定NPO法人ADRA Japan

誰もが自分らしく生きられる世界を目指し、戦争や災害の被災地において一人ひとりに寄り添い、 状況に応じた支援を

届けています。いつ、どこで、何が起きても。

公益財団法人ジョイセフ

すべての人が健康で、自分の人生を自分で選択できる社会に変えていく

認定NPO法人全国骨髄バンク推進連絡協議会

骨髄バンクの普及啓発とドナー登録推進支援及び白血病の相談や患者への経済的な支援

公益財団法人東京防災救急協会

災害時に最も重要となる『自助・共助』に必要な知識や技術、そして大切な『命のバトン』をつなぐための応急手当の知

識や技術を身につけてもらう事業などを行っています。

認定NPO法人 難民支援協会

日本に逃れた難民が安心して暮らせることを目指し、医食住をはじめとする支援を提供しています

公益財団法人がんの子どもを守る会

1968年に小児がんで子供を亡くした親たちによって設立され、小児がんが治るような病気になってほしい、また小児が

んの患児・家族を支援しようという趣旨のもと活動しています

公益社団法人チャンス・フォー・チルドレン

経済困窮家庭の子どもに、塾やスポーツ教室等で利用できるクーポンを提供

認定NPO法人マドレボニータ

産後が起点となる社会問題解決のため、産後ケアプログラムの研究開発・普及に取り組む

認定NPO法人 世界の子どもにワクチンを 日本委員会

ワクチンで救える命、1日4,000人。途上国の子どもの笑顔と未来を守る

認定NPO法人日本IDDMネットワーク

“1型糖尿病”根絶を目指す研究への支援。”1型糖尿病”は、治らないから治るへ！

認定NPO法人ワールド・ビジョン・ジャパン

すべての子どもが「豊かないのち」を生きられる世界の実現を目指し、開発援助・緊急人道支援・アドボカシーを展開し

ています。

公益財団法人 日本財団

【日本財団 子どもサポート基金】経済的、家庭的、学校生活における困難を抱える子どもたちは、学年の3人に1人。

様々な生きにくさを抱える子どもたちが未来に希望を持てるような事業に取り組んでまいります。

40 8,851,000 円

39 10,151,000 円

38 10,602,630 円

37 11,608,000 円

36 10,393,000 円

35 8,951,000 円

34 7,006,000 円

33 11,298,690 円

32 8,835,470 円

31 12,134,000 円

30 12,449,000 円

29 10,606,600 円

28 13,873,000 円

27 17,941,000 円

26 10,804,000 円

25 15,195,887 円

24 29,142,240 円

23 23,921,136 円

22 19,073,000 円

21 34,823,000 円

チャリティ寄付先事業（団体） 寄付金額

チャリティ寄付先事業（団体） 合計：14億2,256万8,866円

■東京マラソン2027チャリティ寄付先事業（団体）の寄付金額内訳
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※2026年9月17日時点
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